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77 　　既調製”’Tc一スズコロイドの安定化

　　　一安定化容器の試作とその評価一
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　Radio・colloidの肺への異常な集積には，いくつかの

原因が考えられる。　これら要因の1つとしてRadio・

colloidの粒子径の増大が議論の対象として取り上げら

れることがあるが，我々は今回，”’Tc一スズコロイド

を用いて，実験的に強い振とうを長時間加えた後の，

ラットにおける放射能分布を調べてみた。　Shakerを

用いたこの実験では，振とう後数時間で肺への放射能

分布率は高まり，相対的に肝の分布率は低下する事が

わかった。　一般にコロイドの分散系では，粒子径は

経時的に変化していくものであるが，振とうにより粒

子間の相互作用が増大し，粒子の凝集が強く促進され

たものと思われる。　振とうによる粒子の凝集に粒子

の電荷の消失が伴うかどうかは不明であるが，周辺の

イオン環境をコントロールする事によりある程度は凝

集を抑制する事ができた。

　しかし最も効果的であったのは，コロイドの容器内

の気相部分を全く除いて振とうが粒子に伝わりにくい

構造にしてやる事であった。　このような原理に基づ

き我々の開発したSliding　Gasket　Vial（SG　viaDは，

気相部分を残さず”“Tc一スズコロイドを充填する事が

できるものである。

　このSG　vialを用いて，””Tc　一スズコロイドを調製

し，shakerによる振とう実験を行うと，少なくとも振

とう後16時間以上にわたり“’”Tc一スズコロイドのラッ

ト体内分布に異常はみとめられなかった。

　SG　vialは原理的にはすべてのコロイド溶液に適用

できる他に，vial底部が可動式であるので，予め空気

を注入して抜き取る必要がなく，嫌気的，無菌的操作

がより容易になるという利点がある。

78　　　　11種の放射性医薬品中の不純物核種とそ

の評価
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　11種の放射性医薬品中に混入している長半減期不
純物放射性核種の測定を行つた。99皿「c以外の10種

の放射性医薬品中の不純物核種は，同位体であること

が多い。そのため体内で不純物核種は，目的の放射性

医薬品と同一の挙動を示すため不純物核種が相対的に

多くなるとイメージの解像力までその影響が及ぶこと

がある。さらに混入不純物核種による内部被曝線量増

加および廃棄の際の「スソ切b」問題等のため，混入

長半減期不純物核種の測定は重要である。

　今回，11種の放射性医薬品として，99mreのほか

153Xe，1511，123工，201T1，111工n，67Ga，81Rb－

81Krジエネレータ，75Se，51Crおよび5gFθを選び，

その中の不純物核種をGe（Li）半導体検出器によるr

線スペクトロメトリイにより調べ，その定量結果より

上記諸問題に検討を加えた。不純物核種混入の由来は，

5種類に分類できた。すなわち，（A）ターゲット中の

不純物の核反応の影響，（B）放射化学分離の不完全さ，

（c）ターゲツトが多同位体元素であるために生ずる問

題である。検出された不純物核種は（A），（B），（C）の

いずれかに属することが判明した。不純物核種の定量
結果によると，201T1中の202T　1（12．2d），111エn中

の114MI・（49．5d），　81Rb中の83Rb（86．2d）－83K・

（1．8hr）および1231中の1241（4．2d）などが，他の

放射性医薬品中の不純物核種に比べて多いものであつ

た。しかし，上記4種の比較的多くの不純物核種が混

入する放射性医薬品も，放射性医薬品基準を十分に満

足するものであることがわかつた。

　いずれの放射性医薬品も，有効期限内で使用するな

らば，不純物核種の相対的強度は低く，内部被曝線量

への寄与は少ないことがわかつた。つぎに廃棄の際の
「スソ切り」の問題に対しては，202T1や124エにつ

いては比較的半減期が短いので問題とはならない。た
だ114mエn，83Rbおよび99Mr　c中の105Ruについては

半減期が長いので，廃棄には十分な注意を払う必要が

ある
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